
















































公傳」 （郭三公〔郭参〕伝） ・ 「二世祖追贈陝國公營國公傳」 （郭聚伝） ・「三世祖追贈陝國公營國公傳」 （郭山甫伝） 。
※
 郭三公の諱

















 郭登撰 ・ 郭良補 『郭氏家傳』 （郭登注




 本来の名は「郭子興」であったが滁陽王郭子興と同名であったことから「郭興」と改名した（ 『明實錄』は終始「郭子興」の名を用いる） 。
○『明實錄』 。○『明史』巻一百三十一「列傳第十九、郭興」 。○










































 郭登撰 ・ 郭良補 『郭氏家傳』 （郭登注
11参照） 「驍騎公傳」 （郭徳成伝） 。
○




 郭徳成の排行…郭登撰・郭良補 』 （郭登注
11参照） 「驍騎公傳」 ・




○ 『明史』巻一百三十「列傳第十八、郭英」 ・巻一百十七「列傳第五、諸王二、遼簡王植」 ・巻一百十八「列傳第六、諸王三、郢靖王棟」 。
○













































○『明史』巻一百十三「列傳第一、后妃一、太祖郭寧妃」 。○『明史』巻一百十六「列傳 四、諸王一、魯荒王檀」 。　　
《第二世代》
郭鎮○『明實録』 。○
 『明史』巻一百二十一「列傳第九、公主、太祖十六女」 、 永嘉公主、母郭惠妃。洪武二十 年下嫁郭鎭、武定侯英子也。 」
○




／方孝孺撰 『遜志齋集』 巻二十二 「碑表志」 （四
庫全書本） 。四庫全書本は題に「故」が無い。
○























































































































































 郭登撰 ・ 良補 『郭氏家傳』 （郭登注
11参照） 「舎人理公傳」 （郭理伝） 。
郭登○『明實録』 。○『明史』巻一百七十三「列傳第六十一、郭登」○


























































後稿二十九、 銘」 （四庫全書本） 。
○

















郭勛○『明實録』 。○『明史』巻一百三十「列傳第十八、郭英」 （附郭勛伝） 。○











 陳瑛による陳氏祭文 （ 「維正德二年歳次丁卯 〔一五〇七〕 三月□□ ［欠
































 【郭守乾夫人譚氏墓誌】 明 ・ 張文憲撰 封 夫人譚氏墓誌銘」 ：『新中國出土墓誌』北京〔壹〕 （中国文物研究所編、文物出版社、二〇〇三）二七八／李巍「明代武定侯家族墓誌解析」 （ 『北京文博
　
文

































　「郭氏年譜」 （事蹟の顕著な人物数人を選び並列して示す） 、 「郭勛詳説年譜」 （五代目武定侯郭勛の事蹟を詳細に示す）を掲載する。　　
凡例（年譜）
（ⅰ）
 記載事蹟の豊富な史料一点を基礎とし（各人の注 冒頭に明記） 、その他の史料で補う形とした。その他の史料に拠った箇所には注を附し拠り所を明示する。また各文献で内容に齟齬がある場合や考証が必要な箇 にも注を附す。
（ⅱ）







 『明實錄』に「○甲子〔記事Ａ〕 。○〔記事Ｂ〕 。○丙寅〔記事Ｃ〕 」という形で記載される場合、 〔記事Ｂ〕 は甲子の日の事蹟とみなす。
（ⅴ） 囲み文字の見出しは国事に関わる事件である。（ⅵ） 文学に関わる事蹟は二重線もしくは二重囲み文字で示す。（ⅶ）

























































は郭勛か―」でも触れた所であるが、一部訂正を要する箇所がある。拙著三三頁「 【図】郭氏家系図（略） 」中、 銘・郭鏞を何氏の子とするが厳氏の子の誤りである。また郭良の武定侯襲爵の時期を「成化四年」とするが「弘治十五年」の誤りである。（注）郭興注
 年表は劉三吾撰【郭興神道碑】 （ 『毓慶勲懿集』所収版）を基
礎史料として作成した。＊１

































　『明實錄』 「太祖」巻六十九（洪武四年〔一三七一〕十一月）壬申の項に拠る。この件の詳細は『明實錄』と【郭英神道碑】の記述に齟齬がある。 『明實錄』では朱元璋が郭英らに「朕命軍士往臨濠造宮殿。汝等又役之爲私室。豈保身與家之道哉」 （朕は兵士を臨濠〔現鳳陽県臨淮鎮〕へやり宮殿を造営させた。そなたら彼ら 私邸にて従事させた。家と身を保つ道を行っていると言えようか） 、 「昔朕皇考嘗言、 『凡人守分植財、如置田地、稼穡收穫、歳有常利、用之無窮。若悖理得財 如貪官汚吏獲利雖博、有喪身亡命之憂。 』今汝俸祿有如田力、歳享其利、無有已時。比於貪餮所得、用 盡、猶潢汗之水、朝盈而夕竭矣 汝等 勲於國 朕旣酬以爵祿、能守而不失、則子孫永有所賴。汝 識 」 （朕の皇考〔父〕がかつて言った 「人はみな本分を守って財を養い るものである。もし田地を設ければ、農作物の収穫により年ご に
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15　『明實錄』 「太祖」巻二百七（洪武二十四年〔一三九 〕春正月） 、




































































郭貴妃が殉葬されたことは以下の明 ・ 沈徳符撰 『萬曆野獲編』 （中
華書局排印本〔元明史料筆記叢刊〕 、一九五九年〕 ）補遺巻一「宮闈、仁廟殉葬諸妃」の記載に拠る。 「 『會典』云、獻陵七妃、三葬金山、餘俱從葬。按仁宗上仙、宣宗謚皇庶母貴妃郭氏 ・ 淑妃王氏 ・
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14参照） に 「生於洪武己未 （十二年、 一三























11参照） 「舎人理公傳」 （郭理伝） に記載がある。 「正
統丙辰、太夫人卒。公哀號不食者數日。旣葬、廬於墓下、與予同苫、哀至哭不輟聲。予以官守踰月先歸、公竟終喪然後返。蔬食水飮、形容毀瘁、至家犬群吠之。兄武定侯玹爲之設食、親挾肉啖公、
















































傳第六十一、郭登」には「正統中…（中略）…又從沐斌征騰衝、遷署都指揮僉事」とあるのみだが、 【 神道碑】には「 ［正統］十年冬、復同黔國公沐斌參贊楊寧、領兵進駐騰衝。…（中略）…







十一月、進右都督」とあり、 『明史』巻一百七十三「列傳六十一、郭登」に「 ［正統十四年］十月 也先犯京師、登將率所部入援、先馳蠟書奏。奏至、敵已退。景帝優詔褒答、進右都督」 （ 〔正統十四年〕十月、也先が都に迫った際、郭登は配下の兵を率いて〔京軍の〕援護へ向かわんとし まず蠟で包んだ奏上を送った。奏上が着いた頃には、敵はすでに退却していた。景帝（後の代宗景泰帝）は優詔を出して讃え、 〔郭登を〕右都督に進めた）とある。
＊
11　






















































































傳序」 〕 ／全て二〇一六年九月三十日現在） 。本書の成書史は続稿でさらに詳しく論じる。
＊








































































　【郭参夫人李氏墓誌】に「 ［郭嵩］子參俊秀且賢。以故太保公遂卽許之。未幾其姑孫氏夫人病逝」 （ 〔郭嵩の〕子郭参は才知に優れ徳もあった 故に太保公〔豊城侯李勇〕はすぐ〔娘を〕彼と婚約させた。ほどなくその姑の が病で 去した） とあることか 、郭嵩と李氏の婚約が母孫氏（成化十三年〔一四七七〕三月九日）の少し前であったこと わかる。
＊３


























































治五年歳在壬子〔一四九二〕夏六月望後一日、賜進士出身奉直大夫兵部車駕司員外郎、山陽顧達序」と末記）に「弘治庚戌、當試武舉、先生致首選、今將就大試、又豈復有居先生之上者哉」 （弘治庚戌〔三年、一四九〇〕 、武挙に参加するにあたり先生は第一名に選ばれました。いま大試〔武殿試のことか〕 赴かんとされておりますが、どうして先生の上をいく者がありましょう ）あり、 『明實錄』 「武宗」巻二十七（正徳二年〔一五〇七〕六月）戊子（郭良逝去の項）にも「其爲指揮 嘗當武舉、 推理衞事」 （彼は指揮の官にありながら、かつて武挙に登第 、推挙されて衛事にあたった）とあることか 弘治三年（一四九〇）に武挙に登第したことにより推挙されたことがわかる この時の様子は【郭良墓誌】 は以下のよう 陳述されている（ 『毓慶勲懿集』所収版に拠る） 。 「公之爲僉事也、嘗試武舉有名、然未甚顯。會錦衣闕員、兵部以公數人名上、孝宗御文華殿、親閲之 見公儀觀秀整、進對明暢、命莅衞事。毎侍衞扈從、必目屬焉」 （郭良公は僉事だった時、武挙に参加して名を馳せ が、著しく世に知られていたわけではなかった。錦衣衛に欠員があって兵部が郭良公 数名の
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郭良は郭登撰 『郭氏家傳』 （原名 『郭氏族譜』 か／郭登注
11参照）










（ 「弘治十七年甲子季冬朔旦、工部主事、前進士、呉郡都穆書」と末記）の存在から、弘治十七年（一五〇四）十二月頃 こ と推定される。
＊













郭勛の生年月日は史料に記載が無いが、 死期は 『明實錄』 「世宗」











































縣獞賊李通寶等…（中略）…攻刼城庫、殺虜軍民、肆行稔惡。勛會議鎭巡、分布文武副參方面等官、窮追極搗抵、其巢穴、生擒斬首一千餘名、 俘捉三千有餘、 及撫散安挿三千九百餘衆、 捷奏赴京 。
＊８































12　『明史』巻一百八十七「列傳第七十五、陳金」 、 「 ［陳金、正德］十年再起、督兩廣軍務。府江賊王公珣等爲亂、金集諸道兵 偕總兵官郭勛等、 分六路討之、 斬公珣、 大有所俘獲 加少保太子太保」 。
『三家世典』 （注
13参照） 、 「正德十二年、廣西府江兩岸接連平樂・
陽朔・修仁・茘浦・富賀・懷集・求安・五屯等處猺獞猖獗 奏、蒙勑諭、調集湖廣・兩廣漢達官軍土兵 分布副總兵參將 都布接三司等官分爲七哨、尅期抵巢」 。
＊





徐志文撰「賀太保武定侯郭公華誕序」 、 「 〔余〕正德
甲戌南回、明年承公命至于蒼梧幕府、修其家傳」 〔私は正徳九年南へ帰り、翌年公の命に従い蒼梧の幕府へ赴き、その家伝を編纂した〕 ） 。続稿で詳しく述べる。
＊









-47 〕 ） 。書誌情報は拙著『三國志演義成立史の研究』三四・
三五頁参照（六三～六六頁に費宏・王瓉・湛若水序） 。
＊
17　『千金寶要』は医典。清末・楊守敬が日本の小島尚質（宝素）の下で目睹した『千金寶要』明刊本 正徳十一年（一五一六 郭勛序が付されてい という（楊守敬『日本訪書志 巻九「 『千金寶要』八巻明刊本」／詳しくは拙著『三國志演義成立史の研究』一一〇・一一一頁参照） 。この年に郭勛が 千金寶要』を刊刻したか（但し刊行主体が別である可能性も否定できない） 。ちなみに小島尚質が所蔵していた版本には嘉靖十 年（一五三七）陸深
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他三種） 、 台北国家図書館蔵（索書号 ：
402.42　





40026 ） 、 中国国家図書館蔵（索書号 ：


















するのを禁止すること（京営の馬と混じってしまうため） 、馬の建康のため糟粕（酒の絞り滓）を飼料としてやるのを禁ずるといった細やかな決まりや、舎人の十五歳以上 者に新たに指揮以下の武官を世襲させ、選抜して京営 武学で学ばせて将才を養い
明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
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山西太原府崞県人の李福達なる者は初め王良・李鉞と反乱を謀ったことにより山丹衛に送られたが、 逃げ帰って李五と名を変えた。また捕らえられて 海 へ 逃げ帰り、陝西洛川県に身を寄せて弥勒仏教を謳って衆を惑わし一財を築いた。のち手下の邵進禄にその地を任せて家族と もに故郷山西へ帰っ が 邵進禄は一揆等の不法行為により官兵に捕らえられるとその首謀者が李五であると供述し 。李五はそれを聞いて五台県へ逃亡し、名を張寅と変え、山西徐溝県同戈鎮の辺り 行き来していた。のち財をたよりに都へやって来て密かに匠籍（工匠の戸籍）を購い、賄賂を用いて山西太原衛指揮使 官 得、子の大仁・大義・大礼も官府・宦官の下で工匠となった。練炭術や薬の調合を心得ていると詐って武定侯郭勛の家へ出入りし懇意にしていたが、踪跡露わになったため同戈鎮に帰った ころ、 仇敵の薛良に見つかり、彼を恐れてまた都へ亡命した。時にその子大義・大礼は官司に捕らえられて処罰されていた。張寅は進退窮ま 郭勛に賄賂を送り、巡按御史馬録への便宜をはかる う頼んだ。郭勛は馬録に書
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李五の仇敵、薛良ら三十人がみな張寅の顔を指さして逆賊李福達と同一人物であると答えたため、 張寅は李福達であると認められ、それ 通じた郭勛の罪も問われ ことと った。そこで刑部尚書顔がんいじゅ
頤寿らが江潮・馬録の主張の通りに罪案を決定したが、世宗は








張永は字徳延、号守庵、保定新城（現河北省高碑店市）の 、成化十一年（一四七五）に宦官となり成化・弘治・正徳・嘉靖四朝に仕えた人物である （楊一清撰 「大明故司礼監太監張公墓誌銘」 〔
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五一四）の会試の第一名で、大礼の議の際に張璁・桂萼 郭勛と共に世宗の主張を支持し、礼部侍郎へと破格の昇進を遂げた人物である（ 『明史』巻 百九十七「列傳第八十五、霍韜」 。嘉靖七年に郭勛と李承勛 朝廷で論争 た際、彼が郭勛 加勢した様子が『明實錄』 「 」巻九十七〔嘉靖八年正月〕戊寅 項に語られている。 「 ［上曰」方去年勛與張永爭辯時 韜遂責李承勛曰、 『汝却不與郭勛同扶持、反與張永同邪、謂何。 』問於蕚。而蕚知其嫉承勛、面 之曰、 『張永能體勑諭、修舉戎務、故李承勛與之同。郭勛深忌永、每事自專、故李承勛不爲之同。 』韜意猶未解 復曰『郭勛雖不才、 然昔日助我輩議禮焉。可不爲之相持哉。 』蕚曰、 『以此看來李承 專爲我輩、於朝廷之計、全不以副 可乎。 』韜遂無言答」 （世宗は言った 「昨年〔嘉靖七年〕郭 と張永が し









も楊一清はこの頃張璁・桂萼と対立していたため、その徒党である郭勛とも対立したのは自然なこ かも れない。嘉靖七年頃朝廷内は、 ・張永・李承勛と、張璁・桂萼・郭勛・ が対立する図式ができていたといえる。
＊



































述べた所であるが、嘉靖八年八月二十三日には霍韜より「若楊一清之姦贓罪狀、則難以盡言、如納張永之饋而爲之引薦、受蕭敬之饋而爲其家人求校尉、 此猶可言」 （楊一清 収賄の罪状はというと、言い尽くすのが難しいほどです。張永からの賄賂を納めて彼を引き立てたこと、何度も太監蕭敬からの賄賂を受け取りその家族校尉の官を与えるよう求めたことなどはまだいい方です） 弾劾された（ 『明實錄』 「世宗」巻一百四〔嘉靖八年八月〕丙戌） 。さらにこの頃、張永の使用人であっ 朱継宗がその遺産を横領 ていることを張永の兄張富より非難され めに、 「張永は朱宸濠の乱平定のために江西へ赴 た際（正徳十四年 一五一九）朱宸濠の金庫から金二千両を盗み、その半分を楊一清に贈賄し弟容と兄 張富に官職を与えるよう求め 」と奏上し、却って張富らを弾劾した（ 『明實錄』 「世宗」巻一百十二〔嘉靖九年四月〕丙寅） 。この件について『明實錄』 「世宗」巻一百六十九〔嘉靖十三
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以下にまとめる。 （一）殿堂を建てる。 （二）各府から掌印僉書の侯伯、各営から将官二、三十名を選出し、毎月三・十三・二十三日に堂で兵書等を講義させ 八・十八・二十八日 武藝を演習させる。仲冬（十一月）にはお上に講武 へ駕御 ていただき大閲礼（閲兵式）を行い、将帥を試験し賞罰を与える。 （三 古今の軍事家の廟を崇め祀る（唐制〔唐粛宗 代〕に倣い武成王廟を建て、太公呂望を宗とし、漢唐以降の名将である孫武・呉起・司馬













祀其立功之祖武定侯英於太廟、乃倣『三國志俗説』及『水滸傳』爲『國朝英烈記』 」 （嘉靖十六年、郭勛はその功を立てた祖先である武定侯郭英を太廟に移して祀らんと欲した。そこで「三國志俗説」や『水滸傳』 模倣して『國朝英烈記』を成した）／明・沈
明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
一四三























『明實錄』 （ 「世宗」 巻二百二十六 〔嘉靖十八年七月〕 癸未） には 「大工を遅延させた」と記されるだけで「大工」が何の施工を指すのか不明確であるが、この年正月（ 「世宗」巻二百二十）己卯の項に「奉先殿成、陞賞劾
（ママ）
勞諸臣。武定侯郭勛…（中略）…賞銀八十












に述べた所である。この時にも郭勛と結託して夏言を攻撃した。翌嘉靖十九年十月に霍韜は卒するが、郭勛と夏言は変わ ず憎み合ったという（ 『明史』巻一百九十六「列傳第八十四 夏言」 、 「而霍韜入掌詹事府、數修怨、以郭勛與言有隙、結令助已。三人日相搆。旣而韜死、言・勛交惡自若」 ） 。
＊








善戰爲勇、亦以相機爲智。而文臣不諳軍旅、但驅之使戰、或待以苛禮、或繩以文法、至於誣死」 （将臣〔武臣〕は戦 にたけることを勇〔＝いさましさ〕とみな 、臨機応変であることを智〔＝賢さ〕とみなす。しか 文臣は戦 事に熟達しておらず、ただ人〔＝武臣〕を遠くへ馳せさせ戦わせるだけである。或いはこまごまとした礼式で以て〔武臣に〕対したり、或いは厳しい法律で以
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郭勛を嫌って た駙馬都尉京山侯崔元が「郭勛は今なら夏言に讒言される恐れがな と安心して休暇を取っているだけです。が出仕し始めれば郭勛もすぐ 出仕するでしょう」と讒言 、世宗もこれに頷いたことから、言官（諫官）らは世宗が夏言を気かけ郭勛に不満を抱いていると知り、続々と郭勛を弾劾し始めたという（ 『明史』巻一百九十六「列傳第八十四、夏言」 、 廟災、言方以疾在告、乞罷、不允。…〔中略〕…〔帝〕俾還私第治疾、俟後命。會郭勛以言官重劾、亦引疾在告。京山侯崔元新有寵、直内苑、忌勛 帝從容問元、 『言 ・ 皆朕股肱 相妒何也。 』元不對。帝問言歸何時、曰、 『俟聖誕後 始敢請。 』又問勛何疾 曰、 『
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である昌国公張鶴齢・建昌侯張延齢は、正徳期から恩寵をたよりに高慢専横な振る舞い甚だしく、嘉靖に入ってからも卒去した太監らの荘田や邸宅を安価に購入 （本来は官に没産されるべき）豪奢な庭園を造るなど数々 不法行為を行い、世宗の頭を悩ませていた。そもそも外藩の出自でありながら帝位を継いだ世宗にとって、太后張氏と の一族はただ さえ好ましい存在で なかったと思われ（注
27「大礼の議」参照） 、郭勛も大礼の議の際には




は、 『明實錄』 「世宗」巻一百五十五（嘉靖十二年〔一五三三〕十月）丙子の項の記載に拠る 、正徳中 張延齢 邸 身を寄せていた天文占卜者の曹祖なる者が、同邸で使用人として働 ていた子の曹鼎とその同輩馬景と不和となって を追い出され めに
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九十二（嘉靖十五年〔一五三六〕十月）戊戌の項の記載に拠ると姉太后張氏が存命中だったこともあってか死刑 処されるこ なく留め置かれ、堤牢主事の計らい よ 手枷足枷が外され使用人の出入りも許さ 時には獄中で酒宴を設けたりもしていたという。しかし嘉靖十五年（一五三六） 、堤牢主事羅虞臣に怨み 持っていた囚人劉東山なる者が「 ［張延齢］逆惡陰謀、賄結邊官、爲外援」 （ 〔張延齢は〕謀反を陰謀しており、賄賂を用 て辺境官と交誼を結び外部からの援助にしようとしている）等と奏上し、















（都の人劉東山は初め父を射殺した罪で死罪とされるも釈放を得た。昔から昌国公張鶴齢・建昌侯張延齢の食客で、腹心の手下として信任を得ていた。…〔中略〕…世宗が即位してから張氏 権勢が衰えると、劉東山は度々張鶴齢兄弟を脅迫し、得た宝物は計り知れず、ついには張延齢の寵愛する妾を脅し奪おうと が得られなかったため、張鶴齢兄弟が謀反を企んでいると上訴したお上は大いに怒り 張氏一族を皆殺しにしようとしたが、首輔張璁が方献夫と共 力強くこれに反対し おかげで、寛大な処遇を得た。錦衣帥王佐は普段から劉東山の奸詐不法を知っており、 〔張氏のために〕力強く弁明し、その平生の諸々の罪状 甚だ審らかに暴いた。お上はようやく〔真実を〕悟った。劉東山は法に照らして有罪とされ、首枷をしてさら 者にされて死んだ。張鶴齢は爵を奪われ南京へ遷り、ついでまた逮捕されて都へ護送され、詔獄の内に瘐死した。張延齢は斬刑に処すと裁決されたが、長らく獄中に留置された） 。ま 明 ・ 王世貞『弇州史料前集』巻十七「錦衣志」の記載も『萬曆野獲編』に近く、劉東山が「張鶴齢兄弟魔術を用いて皇帝を呪詛して る」と誣告したこと、王佐がそに抗弁したことを陳述している（ 「昭聖皇太后弟昌國公鶴齡・建昌侯延齡、貴盛久、驕恣無狀、吏不能長持明法警之。上以春朝慈慶不爲禮銜、鶴齡等未發、而建昌侯坐故殺、爲御史論抵罪、繫待
決。市人劉東山者、素陰毒利、口逆上意、與其儕僞爲疏草、恫喝鶴齡、得且萬金矣。鶴齡不勝賂拒之、乃誣鶴齡兄弟毒魘呪詛上、盗内藏金寶、通慈慶侍人、至相與爲巫蠱。以急變聞、上大怒、下鶴齡等詔獄置對。東山等因得以株引素所不快人、定國・京山諸公俱坐纍、繫三法司。大臣色奪、不敢訊。 ［王」佐謬爲厚東山者、次第探得其情、論誣妄法反坐。報、可。佐以三木蘘東山等闕門外昂之、不及旬悉死。是舉也、中外以佐安慈慶曲成。上孝稱社稷臣云。而
[ 王









い者であった（ 『明史』巻一百九十六「列傳第 十四、 夏言」 「給事中高時者、言所厚也、盡發勛貪縱不法十數事」 ） 。以下に高時による弾劾内容を略述する。①南京・淮安・揚州・臨清（山東） ・徐州・徳州などに私店（私営の酒店か）を置いたり、車船 「翊国公」と記した金牌を懸け関所を騒擾したりと、民の利を害している。②太監蕭敬・魏彬・韋霖・甯瑾・温璽の荘田と邸宅を占領して ③御製の位牌（官署や学校、 寺廟に備え付けられた物）や御製の庵寺を破壊した。④運糧の士卒から銀で船を買い取り、解体して分売した。⑤毎年 班軍 各衛の軍が京営へ赴き操練を行う制度）で礼品を要求したり、兵士に支給される糧食を天引き
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したりして、そのために半分ほどの兵士が軍を離れた。⑥官軍を擅に使役させ、月銭を上納しなければ休暇や帰郷 許さず、営務を妨害した。⑦逆賊張延齢と交流があり、彼の荘店や家事の管理をしている。⑧都の旧令では糧食を貯蓄してはならないが、邸に大量に貯蓄している ⑨漕運参将李節に円炉・方炉各百面を鋳造させ、方士款朝用（段朝用）に金銀を作らせた。⑩都察院巡関御史を罷免させるよう建議 。⑪家人を朶
だがんへんぐん
顔邊郡（東北部の国境









































十月）丁亥、 「且郭勛旣問、謂略其不軌之謀。不軌罪名、古今無可略之理。旣曰不軌、却又擬案不合、令死于獄中、是何律法。 」文意がとりにくいが、世宗は劉三畏らが郭勛の罪案に不軌の を記載しなかったのはそれが捏造であ たため みなしたようである。
＊



























巻五百四十四（嘉靖四十四年〔一五六五〕三月）に「○庚戌、命故武定侯郭守乾子大誠襲祖爵」とある。郭大誠の妻が宣城伯衛守正の娘であることは【郭守乾墓誌】に拠 事蹟は『明實錄』に他八十五件見られるが、文学との関わりが見られないため本年譜では割愛す 。ちなみにその息子の郭応麒は万暦四十五年（一六一七）二月に武定侯を襲爵する（ 『明實錄』 「神宗」巻百五十四〔万暦四十五年二月〕壬子、 「准武定侯郭應麒襲祖爵」 ） 。
＊８
　『明史』巻一百五「表第六、功臣世表一、武定侯」に拠る。
　
本論文は平成二十八年度科学研究費助成事業・特別研究員奨励費・
課題番号二六・一九八四「明代白話小説『三国志演義』成立過程と変容、及びその社会背景に関わる考察」の成果の一部である。
（二〇一六年十月三日受理）

（いのくち
　
ちゆき
　
日本学術振興会特別研究員・本学非常勤講師）
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